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始めまして、今年度より赴任しました山本といいます。これまで

は上越市・妙高市で勤務しておりました。    

これまでも津川病院と同じような規模の病院で務めておりました。

これまでの経験も活かしながら、当地域の医療福祉に貢献できた

らと考えております。 

 温泉巡りが趣味ですので、もしかしたら銭湯でお会いするかもし

れませんがその時はよろしくお願いします。 

内科医長 山本 遼弥 

この度、津川病院に着任いたしました看護部長の小野です。長ら

く新発田病院で勤務しておりました。現在はようやく通勤にも慣れて

きたところです。津川病院では以前一緒に働いた職員もおり、大変

こころ強く感じています。地域の皆様に安心して当院を利用していた

だけるよう、今後も職員とともに取り組んでまいります。お気づきの

ことがありましたら、いつでもお聞かせください。 

看護部長  小野 義夫 

はじめまして、がんセンターから異動してきました看護師の

樋口幸子（ひぐちさちこ）と申します。津川病院は初めてです

が、阿賀町の方々の生活に密着した親しみやすい病院である

と感じています。また病院の窓からサルの親子を見つけ、自然

に癒されています。 

丁寧な対応を心がけていきたいと思いますので、どうぞよろ

しくお願いいたします。 

副看護師長 樋口 幸子 



   

               

                                                                             

 

 

 

  

  

     

 

  

 

 

 

 

 

はじめまして、県立リウマチセンターから異動してきました臨床検査技師

長の近藤明子（こんどうあきこ）と申します。家族と離れ単身赴任してきまし

た。 

津川病院勤務は初めてですが、津川へはドライブでよく遊びに来ていた

ので親しみを感じています。検査科として少しでも地域のお役に立てるよう

努めていきたいと思っています。どうぞよろしくお願いいたします。 

臨床検査技師長  近藤 明子 

 

はじめまして 

令和7年4月から津川病院の薬剤部で勤務している吉野 真樹と申します。 

津川勤務は初なのですが、上越市大島区に生まれ、雪深い長岡市で育ったためか、自

然豊かな土地柄に、本能的に愛着を感じ、癒される毎日です。 

がんの専門資格を持つ薬剤師です。 母はがん。 患者さまとともに学んだことはとても

多く、がんという病気にかかわらず、患者さまがご病気と向き合う中で、薬剤師にはいった

い何ができるのだろう… と、常々考えております。 

小さな力とは思いますが、ぜひとも薬剤師にご相談ください。どうぞよろしくお願いします。 

薬剤部長 吉野 真樹 

4 月から津川病院放射線科に勤務することになりました金子潔と申

します。前所属は十日町病院です。津川病院は初めてではなく数年

前、助勤に来ていました。現在、単身赴任でこちらにお世話になってい

ますが日々津川の自然に触れ居心地の良さを感じています。微力で

はありますが阿賀地域のお役に立てるよう頑張りたいと思います。ど

うぞよろしくお願いいたします。 

放射線技師長 金子 潔 

 

令和7年4月から栄養課に配属になりました、齋藤 有紀

（さいとう ゆき）と申します。 

患者さんのお食事や栄養指導を担当させていただきます。 

大きな川の流れや山の景色、四季折々の自然に恵まれた阿

賀町を体感しながら、津川病院の一員として、皆様のご指導

のもと、微力ではありますが努めてまいります。 

どうぞよろしくお願いいたします。 

栄養課長 齋藤 有紀 

 


